
＜学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業 取組事例＞ 
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放課後放課後放課後放課後のののの児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒のののの居場所居場所居場所居場所事業事業事業事業    

※該当する内容に○ 

学習支援 部活動指導 美化・環境整備 登下校指導 学校行事・その他 
学校支援 

    （             ） 

復興学習 防災教育 伝統文化・芸能 職業体験・キャリア教育 イベント・行事・その他 学校と地域の 

協働学習     （             ） 

学習支援 体験・交流活動 遊び・スポーツ 児童クラブとの連携 その他 
放課後等支援 

 ○   （             ） 

家庭教育講座 親子参加行事 サロン・相談対応 家庭訪問相談 その他 家庭教育・ 

保護者支援     （             ） 

高齢者支援・世代間交流 心のケア・健康管理 生活再建・地域づくり 地域人材育成 その他 地域課題に応じた 

学習・交流     （             ） 

 

自治体単独実施 団体等との連携実施 大 学 と の 連 携 実 施 （連携している団体等・大学の名称） 実施形態 

（該当に○） ○    

コーディネーター数 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ延べ人数 年間実施日数（回数） 活動場所 実施主体・ 

場所等   １７３日（予定） 石切所地区公民館 

 

自治体名自治体名自治体名自治体名    

取組概要取組概要取組概要取組概要    

活動内容活動内容活動内容活動内容    

震災後震災後震災後震災後のののの地域地域地域地域のののの状況状況状況状況・・・・仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数仮設住宅数    

 当市は内陸北部に位置しており、人的被害はなかったが、地震により建物２棟が全壊し、市道欠壊等の被害があっ

た。発災直後から保健師等の職員を沿岸部に派遣するとともに、火葬の受入を実施した。 仮設住宅なし 

＜＜＜＜取組名取組名取組名取組名＞＞＞＞                                ～～～～地区公民館地区公民館地区公民館地区公民館でのでのでのでの放課後子放課後子放課後子放課後子どもどもどもども教室教室教室教室のののの展開展開展開展開～～～～    

学校数学校数学校数学校数    

「石切所よりみち分校」 

ＱＱＱＱ１１１１：：：：日常日常日常日常のののの子子子子どもどもどもども教室教室教室教室についてについてについてについて    

     ①①①① 参加参加参加参加するするするする子子子子どものどものどものどもの数数数数はどれぐらいですかはどれぐらいですかはどれぐらいですかはどれぐらいですか？？？？    

   Ａ：平均すると、１５～１６名の児童が利用しています。 

  ②②②② 子子子子どもたちはいつもどんなことをしてどもたちはいつもどんなことをしてどもたちはいつもどんなことをしてどもたちはいつもどんなことをして過過過過ごしてごしてごしてごしていますかいますかいますかいますか？？？？    

   Ａ：自主的に宿題を終えた後は、各自自由にすごしています。 

（小学校の校庭で遊んだり、空き部屋を利用し友達と本を読んだり、お絵かきや子ども教室にある 

道具を利用して遊んでいるようです。） 

  ③③③③    安全管理員安全管理員安全管理員安全管理員のののの体制体制体制体制はははは、、、、いつもいつもいつもいつも何名何名何名何名でででで対応対応対応対応していますかしていますかしていますかしていますか。。。。    

   Ａ：交代で常時 2 名体制（3 名登録）です。 

ＱＱＱＱ２２２２：：：：子子子子どもどもどもども教室教室教室教室をををを公民館公民館公民館公民館でででで開催開催開催開催していますがしていますがしていますがしていますが、、、、特徴的特徴的特徴的特徴的なななな活動活動活動活動をいくつかをいくつかをいくつかをいくつか教教教教えてくださいえてくださいえてくださいえてください。。。。    

① 地域の方が公民館の植木の剪定をしてくれた際、切り落とした枝の後片付けを子どもたちが 

手伝ってくれました。 

② 公民館の環境整備支援として、花壇の花植えを手伝ってくれました。 

③ 公民館事業に飛び入りで作品作りに参加し、文化祭に出品しました。（コラージュや生け花） 

＊ 公民館を利用する地域の方々と世代を超えて一緒に行動し、挨拶することや感謝する気持ち等 

子どもたちに感じてもらえればと思います。 
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取組の変遷 

 

◇被災による課題 

  沿岸市町村に比べて大きな被害はなかったものの、震度５弱の地震により、電気・水道等のライフラインが一時 

停止し、ピーク時には７ヶ所に避難所を開設し、１３９人が避難した。 

  親戚等が沿岸部で被災した方々もおり、災害に対する備えの重要性が再認識されるとともに、発災後の支 

援活動等を通じてボランティア意識が高まっている。 

 

◇住民等からの要望・必要な取組 

・従来からの課題である過疎化・高齢化が進む中での防災体制の構築に不安を感じている。 

・地域の特性や魅力を生かした取り組みを展開していきたい。 

準備段階準備段階準備段階準備段階    

 

◇協力を呼びかけた団体・関係者、役割分担 

 ・教育委員会・・・事業の企画・運営、経費管理、評価の集約等 

 ・学校・・・・・・・・・事業の周知啓発、保護者等への情報提供 

 ・公民館・・・・・・・活動場所の提供、学校との情報共有 

 

 

◇取組の充実や課題解決のための工夫 

 ・公民館の花壇整備や清掃活動などの地域貢献活動を実施した。 

 ・放課後子ども教室参加児童が、従前から行っている公民館事業にも参加することにより、世代を越えた交流や事

業展開の幅が広がるようにした。 

体制体制体制体制づくりづくりづくりづくり・・・・取組取組取組取組のののの実施実施実施実施    

 

◇これまでの取組による成果 

・地区公民館として地域団体の育成、支援に加えて、放課後子ども教室を開催することにより相互に効果的な活

動を取り入れることができ、子どもの健全育成や社会教育団体の活動の活性化につながっていると思う。 

  

◇課題や今後の展望 

・放課後子ども教室としての避難訓練について、平成 22 年度は実施したが、それ以降実施していないので、市の

安全管理マニュアルの確認と公民館と一緒の避難訓練を実施したい。 

・当市の放課後子ども教室の開催時間は 15：00～17：00 となっている。公民館で開催しているため 17：00 を過ぎ

ても対応は可能である。そのためか、時間すぎ迄児童を見ていることが、ほぼ毎回というのが現状である（1～3

名：5～30 分位）。働いている親が多い今日、児童を預かる時間がもう少し長ければ、親が安心して働ける環境を

整備できると思う。 

成果成果成果成果・・・・課題課題課題課題やややや今後今後今後今後のののの展望展望展望展望    


